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•第5次総合計画

（５） 美しいまちづくり（自然・環境・景観）

① 環境対策の推進

当別町地域新エネルギービジョン

施策の方向性 

地域清掃等環境美化活動支援
空き宅地環境保全の啓発
省資源・省エネルギーの促進及び意識啓発

健康で安全な暮らしができるよう自然環境の保全と、環境美化に対する意識づくりに努めます。
清掃・利用者指導・違反排出ごみの処分などごみステーションの管理や空き宅地の草刈など、地域にお
ける環境美化活動を促進し、活動の支援に努めます。
地球温暖化対策として、二酸化炭素排出削減や廃棄物の発生抑制・再使用・リサイクルを推進し、当別
町地域新エネルギービジョンを基調とした循環型社会の形成をめざします。

生活環境づくりに対する満足度

想定される事業

● 地域環境衛生の充実

（H19）48.5％　　　（H30）60％以上

指標・目標

当別町ごみ減量化アクションプラン
当別町分別収集計画
当別町生活排水処理基本計画

エコバック運動※の推進
ごみ減量化推進事業
不法投棄対策
集団資源回収奨励事業
容器包装類再資源化事業
繊維リサイクル事業
廃食用油回収の周知・協力
ごみ・し尿処理の広域連携

環境負荷のより少ない資源循環型の社会を実現するために、町民・事業者・行政が一体となったごみの
減量化やリサイクルの推進に努めます。
町民・事業者との連携により地域での監視体制を強化し、道路・農地・山間地などへの不法投棄の防止
に努めます。
関係機関との広域的な連携を図り、ごみ及びし尿など廃棄物の適正処理・指導に努めます。

ごみの少ない暮らしに対する満足度

想定される事業

● 廃棄物適正処理の推進

資源ごみを除く家庭系焼却などごみ量

家庭系ごみのリサイクル率

指標・目標

用語解説
【循環型社会】
ごみを出さないこと（発生抑制）や、不要になった製品などは、使えるものは繰り返し使ったり（再使用）、再び資源として利
用する（再生利用）など、天然資源の消費抑制と環境への負荷ができる限り低減される社会。

用語解説
【エコバック運動】
小売店での購買時には買い物袋の持参を呼びかける環境保護運動のこと。マイバッグ運動ともいう。

（H19）  22.6％　　　（H30）40％以上

（H18） 760g/1 日・人　   　（H30）480g/1日・人以下

（H18）   16％　　　 （H30）25％以上
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　当別町は、自然豊かな環境にあり、これら自然の恵みを将来にわたって享受できるよう、次代
へ継承していくことが求められています。

　地球温暖化など地球規模の環境・資源問題が深刻化する中で、一人ひとりがライフスタイル
を見直し、省資源・省エネルギー化に努めることが求められています。

　大量生産・大量消費・大量廃棄から、廃棄物などの発生抑制・再使用・リサイクルに配慮した
ライフスタイルや事業活動への転換による循環型社会※の形成が求められています。
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